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目 的　 発 汗 は 高 温 下 の 放熱 に お い て 最 も効 果 的 な 方 法で あ る。　一 方、 発 汗 はい ろ い ろ な

因 によ っ て 影 響 を 受 け る。 水 分 に 対 し て異 な る 挙 動 を 示 す 親 水 性 素 材 と 疎 水性 素 材 より

る ２ 種 類 の 衣 服 が、 発汗 反JS, 衣 服 内 及び 近 接 の 温 ・ 湿 度 と 体 温 調 節 反 応 にど の よ う に

な る反 応 を 生 じ る の かを 調 べ る た め に、 暑 い 環 境 で ポ リ エ ス テ ルloos; と 綿loos; の 長 袖、

ズ ボ ン のト レ ーニ ン グ ウ ェ ア 着 用 時 に つ い て６ 人 の 健 康 な 成 人 女 子 を 対 象 とし て 夏:こ 実

を 行っ た。

方 法　 被 験 者 は｡各 々 の 服 に つ い て 環 境 温2 7°C、6O5;R. H .の 人 工 気 候 室 に 入 っ て、 安 静し た

後。

た。

の 実

局 所

プ セ

結

30 分 間3  7°Cま で 徐 々 に上 昇、3  7°Cで60 分 間 た も つ 環 境 温の 中 で 椅 座 位 の 姿 勢 を た も っ

アン ダ ーウ ェ ア と し て は ブ ラ ジ ャ ー とシ ョ ーツ を 着 用 し て、 そ れ ぞ れ の 上 に １ 枚 ず つ

験 服 を 着 用し た。 測定 項目 は、 直 腸 温、 鼓 膜 温、 皮 膚 温、 衣 服 気 候（ 温 度・ 湿 度 ）、

発汗 量、 蒸 発 に よ る 体 重 減 少 量 で、 連 続 的 に｡測 定し た。　局 所 発 汗 量 は 左 右 の 前 腕 に カ

ル を 付 け て 換 気 法 で 測 定 し て、 平 均 を 取 っ た。

果　Dm 所 発 汗 量 は６名 の 中 で５名 が ポリ エ ス テ ル 方 が より 多 か っ た。

2）胸 と 背 中 の 衣 服 内 温 度、 衣 服 表 面 温、 衣 服 近 接 の 温 度 は 綿の 方 が よ り 高 かっ た

3）胸 と 背 中 の 衣 服 内 湿 度 は ポ リ エ ス テ ル の 方 が よ り 高 か っ た。

4）直 腸 温、 鼓 膜 温 は ポ リエ ス テ ルの 方 が 若 干 高 い 傾向 で あ っ た が、 有 意 な 差 は 見

ら れ な かっ た。

以 上、 こ れ ら 結 果 が 生 じ る 理 由 に つ い て、 温熱 生 理 学、 衣 服 諸 元 の 観 点 か ら 考 察 す る

D 92 同 一 被 覆 面 積 で 被 覆 部 位 の 異 な る 衣 服 着 用 時 の 温 熱 生 理 応 答

神 戸 女 子 大・ 家 政　　 ○ 平 田 耕 造, 湯 谷　 操

［ 目 的 ］ 間 欠 的 な 軽 作 業 時 に 、 同 一 被 覆 面 積 で あ る が 被 覆 部 位 の 異 な る 衣 服 着 用 時 に 生

じ る.     温 熱 生 理 学 的 反 応 の 差 異 に つ い て 検 討 す る こ と を 目 的 と し た 。

［ 方 法 ］ 健 康 な 成 人 女 子 ６ 名 を 被 験 者 と し 、 室 温20 ±0.5 ゛c, a 度25  + 38!、 風 速0.2m ／秒 に

調 節 さ れ た 実 験 室 で 行 な っ た 。 実 験 服 は ス ウ ェ ット ス ーツ （ 綿8  5 Ji,    * ■ ﾘｪｽﾃ)H  5 %） を 加

工 し 。74* の 体 表 面 積 を 覆 う 服 を 使 用 し た 。 主 に 四 肢 部 を 覆 う 服（A い と 、 主 に 体 幹 部 を

覆 う 服（TT ）の ２ 種 類 とし た 。 被 服 重 量 はAL で855g,     ITで は782g で あ っ た 。 被 験 者 は 実 験

室 内 で 各 種 セ ン サ ー 装 着 後 。20 分 間 安 静 と し た 。 そ の 後 。 自 転 車 エ ル ゴ メ ー タ ーを 用 い

て 、5 分 間 の5  0 j; il 0 2 in a X運 動 を.     5分 間 ず つ の 休 息 を は さ み３回 繰 り 返し 。 終 了 後 は15 分 間

安 静 と し た 。 こ の 間 、 各 種 温 熱 生 理 学 的 測 定 を 行 な う と 共i:: , 主 観 的 申 告 値 を 得 た 。

［ 結 果]     ALの 皮 膚 温 ばＴＴに 比 べ 前 額。 前 腕 。 手 、 大 腿 、 下 腿 。 足 で 高 い 値 を 示 し た が 、

胸 部 は 反 対 に 低 い 値 を 示 し た。 直 腸 温 、 面 積 比 を 乗じ て 算 出 し た 平 均 皮 膚 温、 平 均 体 温

はAL とTT 間 に 有 意 な 差 は な か っ た 。 胸 ・ 背 部 の 衣 服 内 温 湿 度 もAL 、TT 両 衣 服 間 に 差 は な

か っ た 。 皮 膚 血 流 量 は 。 胸 部 で はAL の 方 がTT よ り 有 意 に 高 かっ た が 。 背 部 で は 差 は な か

っ た 。 皮 膚 血 流 量 を 平 均 血 圧 で 除 し た 皮 膚 血 管 コ ン ダ ク タン ス も 、 胸 部 で は4L がTT よ り

高 い 値 を 示 し 。 皮 膚 血 管 が よ り 拡 張 す る こ と を 示 し た 。 し か し 背 部 では 差 は な か っ た 。

心 拍 数 はAL がTT よ り 有 意 に 高 い 値 を 示 し た。 温 冷 感.  湿 潤 感 に 差 は な か っ た が 。 快 適 感

はAL 着 用 時 がTT よ り 不 快 側 の 申 告 を し た 。 以 上 の 結 果 よ り 。 四 肢 部 を 被 覆 す る 方 が 体 幹

部 を 被 覆 す る よ り 。 温熱 生 理 的 負 担 が 大 き く 不 快 で あ る こ と が 判 明 し た 。

225


